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会議要旨
	会議名
	令和8年度第１回館山市子ども・子育て会議

	開催日
	令和8年7月31日（金）10:00～11:45

	開催場所
	館山市コミュニティセンター第１集会室

	出席者
	館山市子育て会議委員　13名
健康福祉部長、こども家庭センター（センター長以下3名）、こども課（課長以下3名）

	公開・非公開の別
	公開　

	非公開の場合の理由
	

	傍聴者
	０名

	会議概要・結果等
	１ 開  会

２ 部長挨拶

３ 議   事
 （１）こども計画実施状況について【資料①、②】
　　事務局より、資料をもとに説明を実施。
　委員意見等
　　　　（●：委員意見等　⇒：市回答）

●OURS（公私連携）の数や状況が見えない。評価にOURSの開設によりとある。昨年度の指摘通り、公私連携としての役割が果たされているか監督するべきであり、別枠での評価と検証を求める。
⇒公私連携は市も深く関わるが形状は私立と判断した。また継続的に実施状況の評価を行っているので、公立・私立の他にもう一つ加えるとは考えていない。
● 市の監督責任への不信感。改めて公私連携としてやるべきことをやるよう監督し、改善結果を形として示してほしい。
⇒意見を踏まえ、内部で表記や評価方法を再検討し、分かりやすい表記としたい。

● 昨年度の要望（学童充実、遊び場、医療提供）の進捗確認。取り組みが具体的に出ていない。議論の経過を問う。
⇒学童クラブは、校舎移転や新設に伴い施設整備を進めている。那古船形・北条・館山小などで再編に合わせた定員増や改修を行っている。
 遊び場に関し、企業版ふるさと納税を活用し根岸公園の遊具を更新した。財政は厳しいが工夫を続けている。
 　小児救急について。県内では恵まれた地域だが医師不足は全国的な課題。適切な医療機関のかかり方（周知啓発）に注力したい。

●夏場の遊び場不足が深刻。元気な広場だけでは物足りない。小学生以上も利用できる広い室内遊び場の整備を検討してほしい。校庭利用制限等もあり遊ぶ場所がない。子どもが存分に身体を動かせる大きな公園や室内施設を強く希望する。
⇒イオンタウンやコミセンで夏休みの自習室開放や、ボランティアによる企画などを実施している。
●勉強や制作ではなく、身体を動かして発散できる場が必要。疲れて寝てくれるような環境を求めている。
●暑さの中で子どもたちが過ごす場所（体育館の活用等）について、市としての具体的な検討状況を問う。
⇒即時のハード整備は財政的に困難。学校再編における公共施設の有効活用も検討中だが未定。また、南房総市との間で子育て関係の広域連携を確認しており、互いの資産（施設等）を活かした課題解決を模索している。
●イオンタウンでは、大きな活性化を予定していて、子育て世代の皆様の意見も取り入れながら、館山市の課題解決に向けて社内調整中。しかし、人口減や市の税収減を踏まえると、民間単独の投資には限界がある。行政と民間がタッグを組んで投資していく仕組みを協議中である。
●行政は箱物に頼りがちだが、既存資源の有効活用が重要。他地域の事例や安房全体での連携を進め、若者定住のための子育て充実を図ってほしい。
●他市との比較および館山市の子育て環境への実感として、南房総市等の手厚い支援と比較して、館山市で子育てしやすいと感じたことはない。遊ぶ場所もなく、このままでは若年層の流出（少子化・過疎化）が加速する懸念がある。この意見をぜひ市長に直接届けてほしい。
⇒既存資源の有効活用が第一義。財源確保は厳しいが、他市の事例も研究し、この会議の結果は市長へ毎回報告している。子育ては市長も最重要課題と認識している。

●計画の自己評価（A〜E）と市民の実感の乖離について、理由が分かりにくい項目がある。例えば「障害福祉サービス（NO44）」では、希望通り利用できない児童がいるにもかかわらず評価が高い。「乳幼児訪問事業（NO64）」でもC評価となっており、課題があることが推測される。行政の「体制整備」ではなく、市民が「必要なサービスを実際に受けられたか」という成果視点で評価すべき。
⇒現状は自己評価の色彩が強い。数字やランク付けの基準設定は難しいが、誰が主役かといえば市民であるため、ご意見を踏まえて今一度評価のあり方を振り返りたい。

●高齢者施設へのボランティア訪問等、核家族化が進む中で世代間交流ができる場は有意義である。物作りや交流を通じて、子どもも大人も楽しめる環境があるとよい。

●「こども誰でも通園制度」の昨今の利用状況について確認したい。
⇒ 本制度は今年度（8年4月）から開始のため、この後のその他議題で実施状況を報告する。

●発達支援や療育（民間の施設等）について、予約が取りにくい現状があるため、市としても支援に力を入れてほしい。
⇒ 市のマザーズホームや、今年6月から開始した「ベビールーム」「土曜日ルーム」などの相談対応・支援拡大について説明。

●過去に設置された「元気な広場」が、広いスペースと幼児向け施設として現在も大きな価値を持っていることに言及。
●雨天時の遊び場や地域コミュニティの活用提案。以前から雨や暑さの際の遊び場がないという声がある。例えば神戸小はどうか。また、高校生が主催する「安房パーク」のような、誰もが自由に集まれるフリースペースや周知の仕組みを活用してほしい。
●学校現場における夏季の安全性と制限について、熱中症指数により、屋外活動や体育館利用が制限されており、安全確保の観点から学校として夏休みに施設を開放することは現実的に困難である。
●保育園での伝統遊び（お手玉など）の指導実績に触れ、地域の人材としての協力を申し出る。
●会議室等の既存スペースを活用した身体活動の提案。コミセンの集会室から机を移動し、高齢者ボランティア等の協力を得ながら、子どもたちが体を動かせる簡易的な体操教室や居場所として活用できないか。
⇒展示ホールの活用は可能だが、空き状況によるが、セキュリティやコーディネーターの配置が課題である。
●音楽等に親しむ高齢者と子どもたちの交流（音楽・楽器を活用した多世代交流）の可能性について言及。

４　その他　（事務局報告）
(1)子育て保育園の閉園について
長年にわたり尽力いただいたが、園児減少、施設の老朽化、小学校閉校に伴い、来年（令和９年）3月をもって閉園する旨を報告。
●高齢化や職員確保の困難、園児減等を理由に閉園を決断した旨を挨拶。
[bookmark: _GoBack] (2)こども誰でも通園制度についての実施状況
開始時期：令和8年4月より公立こども園3園で実施。
利用実績：登録者数11名。利用はのべ18時間（4〜6月）。
対象月齢：0歳2名、1歳1名、2歳1名。
利用の様子：最初は泣く子もいるが、お友達への興味や集団生活への適応が見られ、保護者の相談対応も含めて制度の目的は達成されている。
今後の課題：食物アレルギーやけいれん等への対応、災害・緊急時マニュアルの再検討。

５　閉会
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